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（一社）兵庫県解体工事業協会新春懇親会が盛大に開催されました。 

                        

 

   

 

 
 令和２年１月２５日１８時３０分からＡＮＡクラウンプラザホテル神戸「ジャスミンの間」で

総勢４７名の出席のもと盛大に新春懇親会が開催されました。 

 初めに、上原理事長が挨拶に立ち「みなさま、あけましておめでとうございます。一般社団法

人兵庫県解体工事業協会の新春懇親会にご出席いただきありがとうございます。旧年中は当協会

の活動に、ご協力いただき誠にありがとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

 建設業の中で完成工事高が多い業種は土木工事業でございます。２番目は、建築業だと皆さん

感じていると思いますが、実は電気工事業でございます。そしてわが解体工事業の市場規模はど

れくらいかと申しますと我々の想像を超える一兆円だそうです。一兆円と言う数字を聞くと今後

に向けて大変意欲が沸いてくるのではないでしょうか。今年の干支は子年です。子年は繁栄する

年であるということですので、これを機会に解体工事業の繁栄のために盛り上げていきたいと思

いますので、よろしくお願い申し上げます。みなさまの現場の安全とご出席のみなさま方の発展

とご健勝を祈念いたしまして私のご挨拶とさせていただきます。」と述べられ解体工事業のさら

なる発展を誓いました。 

 引き続き、昨年新規に賛助会員となりました（株）コーアツ（ガス系消火設備の研究開発・製

造及び据付工事等）が紹介され、中垣隆司顧問が挨拶をいたしました。次に同じく昨年新規に賛

助会員となりましたオカダアイヨン（株）関西支店（特殊建設機械・環境関連機器の開発・製造 

・販売等）が紹介され假屋準一支店長が挨拶をいたしました。 

 次に乾杯に移ると、金顧問が壇上に上がり「一般社団法人兵庫県解体工事業協会になりまして

初めての新春懇親会です。今日は旧暦の１月１日の新年です。改めて新年あけましておめでとう

ございます。一般社団法人兵庫県解体工事業協会の発展とみなさまの会社の発展と解体現場の安

全を祈念いたしまして乾杯」と乾杯発声を行うと、懇親会が始まりました。今年の懇親会は、来

賓招待を行わず、会員のみといたしましたこともありまして、出席者は和やかな雰囲気の中で大

いに親睦を深め合いました。 

 そして、２０時３０分頃に宮田理事が中締めを行い、令和元年度新春懇親会は、無事に終了い

たしました。今年の懇親会には４７名もの多くの会員様にご出席いただき、盛大に開催されまし

たことに対しまして心より厚く御礼申し上げます。 

挨拶をする上原理事長 乾杯の音頭をとる金顧問 懇親会の風景 
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第 12 回中国・四国ブロック会議が開催され、（一社）兵庫県工事業協会との間で「災害 

時相互支援協定」が締結されました。 

 令和元年 11 月１８日第 12 回中国・四国ブロック会議が鳥取市で開催されました。全解 

工連からは井上尚会長、木村順一副会長、兵解協からは３名の役員が出席いたしました。 

会議では冒頭、森本省治中国・四国ブロック長が挨拶に立ち、「近年、全国的に自然災害 

が多発している。一度に発生する被害規模が大きくなっていることを思えば、中国・四国ブ 

ロックに隣接する地域とも災害時における「支援協定」を結ぶ必要が出てきている。本日は、

（一社）兵庫県解体工事業協会と「災害時相互支援協定」を締結いたします。この協定締結 

を通じ、より災害に強い組織を構築していきたい。」と述べられました。 

 続いて、全解工連の井上会長が登壇。「全国規模で自然災害が発生していることから、解 

体工事業者の必要性が日に日に高まってきています。先日の豪雨災害で大きな損害を受けた 

千葉県へ足を運びました。東日本大震災に匹敵するほどの被害を被っていたところもありま 

した。非常に醜く、当初予想していた以上のものでした。今まで自然災害を経験していなか 

った地域でもいつ被災するかわかりません。従いまして、都道府県の各解体工事業が行政と 

の災害時における支援協定締結の推進を呼び掛けております。解体工事業が 29 番目の業種 

として認められた以上、今後、どのような取り組みをしていくのかが問われてきます。」と 

述べられました。 

 会議は、各県に近況や情報交換などが行われるとともに、「災害時相互支援協定」の調印 

式が行われ、鳥取県・岡山県・徳島県・兵庫県の 4 県の協会の間で締結されました。 

                 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

協定書に署名する上原理事長 

今回締結されました「災害時相互支援協定」は、地

震や津波、台風・集中豪雨などにより被災した、建築

物や構造物から避難地、避難路及び緊急輸送の安全を

確保するため、国や地方公共団体といった公共機関か

ら、がれき処理・応急解体工事の要請を受けた際、全

解工連中国・四国ブロックと、（一社）兵庫県解体工事

業協会の会員企業が動くといった内容のものです。 

今後も大規模な自然災害が多発することが予測され

ていることから、行政との「防災協定」締結など通じ

さらなる組織強化へと期待されています。 

 

 

行事予定のお知らせ 

令和 2 年 6 月 20 日（土）ＰＭ6：00 から「一般社団法人兵庫県解体工事業協会第 1 回総会」を

神戸メリケンパークオリエンタルホテルで開催いたしますのでよろしくお願いいたます 


